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ちょい乗りバス社会実験 
～まちの回遊を高める新しいバスの可能性～ 

朝倉 卓也 

 

  

歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
や
歩
い
て
楽

し
い
ま
ち
づ
く
り
が
標
榜
さ
れ
て
か
ら
久
し
い
。

今
や
全
国
津
々
浦
々
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
特
に
東
海
地
方
は

車
依
存
の
割
合
が
高
い
社
会
と
な
っ
て
お
り
、

重
要
な
テ
ー
マ
と
言
え
る
。 

内
閣
府
の
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
世
論
調
査
」（
二
〇
〇
九
）
で
は
、
そ

れ
を
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
賛
成
」
の
割
合
が
九
十

三
％
と
非
常
に
高
く
、
特
に
大
都
市
で
高
い
と

い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
そ
の
必
要
性
は
、
十

分
に
広
く
認
知
さ
れ
て
お
り
、
実
現
に
向
け
、

各
地
で
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

今
回
の
ラ
バ
ダ
ブ
で
は
、
街
な
か
に
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
絞
り
、
名
古
屋
市
都
心
部
、
郊
外
都
市

の
街
な
か
で
展
開
さ
れ
た
街
な
か
を
気
軽
に
ぶ

ら
ぶ
ら
歩
け
る
よ
う
な
人
を
中
心
と
し
た
回
遊

性
向
上
に
関
す
る
取
り
組
み
を
特
集
と
し
て
取

り
上
げ
た
。是
非
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

さ
て
、
人
を
中
心
と
し
た
街
な
か
回
遊
が
進

む
と
一
体
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

少
し
考
え
て
み
た
。 

ひ
と
つ
は
、
車
か
ら
徒
歩
・
自
転
車
へ
の
転

換
が
進
み
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
安
心
・
安
全

性
の
向
上
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、

街
な
か
で
の
滞
在
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
で
、

消
費
効
果
や
経
済
活
性
化
に
結
び
つ
く
（
こ
れ

に
は
当
然
、
街
の
面
的
広
が
り
や
商
店
や
施
設

な
ど
の
求
心
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
だ
が
）。

さ
ら
に
は
、
ス
ロ
ー
な
ス
ピ
ー
ド
で
街
と
接
す

る
こ
と
で
、
街
の
新
し
い
魅
力
や
表
情
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
積
み
重
な
っ
て
ゆ

け
ば
新
た
な
街
の
個
性
や
文
化
の
創
造
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
街
の
人
々
と

触
れ
合
う
機
会
も
今
よ
り
増
え
る
。
そ
れ
は
、

気
持
ち
の
交
流
で
あ
り
、
親
切
心
や
思
い
や
り

を
育
む
こ
と
に
も
通
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
が
も

っ
と
も
大
き
い
効
果
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な

人
間
味
あ
ふ
れ
る
街
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、
街

な
か
回
遊
性
向
上
に
取
り
組
む
目
的
の
ひ
と
つ

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

み
ち
ま
ち
ウ
ィ
ー
ク 

「
ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
社
会
実
験
」
は
、
み
ち

ま
ち
ウ
ィ
ー
ク
二
〇
一
一
実
行
委
員
会
（
事
務

局
：
名
古
屋
市
住
宅
都
市
局
都
市
計
画
部
街
路

計
画
課
）
が
主
催
し
た
社
会
実
験
で
あ
る
。
み

ち
ま
ち
ウ
ィ
ー
ク
と
は
、
名
古
屋
市
が
進
め
る

「
な
ご
や
新
交
通
戦
略
推
進
プ
ラ
ン
」
の
実
行

計
画
と
な
る
「
交
通
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
（
仮

称
）
」
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
必
要
な
実
証
実

験
、
社
会
啓
発
の
機
会
を
展
開
す
る
場
で
あ
る
。

弊
社
は
、
㈱
ゲ
イ
ン
と
協
働
で
事
業
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
、
ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
社
会
実
験
の
運

営
に
携
わ
っ
た
。 

ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
の
実
験
的
な
運
行
は
、
主

催
者
は
異
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
二
〇
〇
六
年
に

栄
・
大
須
地
区
、
二
〇
〇
七
年
に
名
古
屋
駅
前

地
区
で
行
わ
れ
お
り
、
今
回
は
そ
れ
ら
の
実
績

を
踏
ま
え
た
本
格
的
導
入
の
た
め
の
実
験
と
な

っ
て
い
る
。 

 ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
社
会
実
験
の
実
施
に
あ
た
っ
て 

近
年
、
公
共
交
通
で
あ
る
バ
ス
は
、
行
政
や

交
通
事
業
者
だ
け
で
は
、
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
周
辺
企
業
等
か
ら
協

賛
な
ど
の
支
援
を
得
な
が
ら
地
域
主
導
で
運
営

す
る
無
料
循
環
バ
ス
の
運
行
の
動
き
が
み
ら
れ

る
。
今
回
は
、
本
格
的
導
入
を
見
据
え
た
実
験

で
あ
る
た
め
、
運
行
に
あ
た
っ
て
事
前
に
運
行

ル
ー
ト
沿
線
の
企
業
や
商
店
街
、
地
域
団
体
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
赴
き
、
ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
へ
の

要
望
、
協
賛
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
結
果
、
今

回
の
社
会
実
験
に
お
い
て
も
、
十
一
社
か
ら
協

賛
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
、
今
回
の
社
会
実
験
で
は
、
よ
り
多
く

の
市
民
に
ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
を
周
知
す
る
た
め
、

バ
ス
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
ラ
ッ

ピ
ン
グ
し
た
。
合
わ
せ
て
、
バ
ス
乗
降
所
を
は

じ
め
、
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
等
も
共
通
の
デ
ザ
イ
ン
で

イ
メ
ー
ジ
を
統
一
し
た
。 

デ
ザ
イ
ン
は
、
名
古
屋
の
都
心
の
魅
力
を
高

め
る
ひ
と
つ
の
手
段
と
も
な
る
た
め
、
ま
ち
の

中
で
存
在
感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
、
デ
ザ
イ
ン
都

市
な
ご
や
の
都
心
部
を
走
る
に
ふ
さ
わ
し
い
洗

練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
、
ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
の
気

軽
さ
や
楽
し
さ
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
デ

ザ
イ
ン
と
し
た
。
バ
ス
乗
降
所
も
、
同
様
の
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
、
利
用
者
が
ひ
と
目
見
て
そ
の

関
連
性
が
わ
か
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。 

 運
行
の
概
要 

こ
の
社
会
実
験
は
、
昨
年
一
〇
月
二
十
一
日

（
金
）
か
ら
二
十
三
日
（
日
）
ま
で
の
三
日
間
、

午
前
十
時
～
午
後
六
時
の
間
ま
で
の
時
間
帯
に
、

運
行
間
隔
約
一
〇
分
と
い
う
高
頻
度
で
運
行
し

た
。
ル
ー
ト
は
、
久
屋
大
通
側
の
ラ
シ
ッ
ク
前

を
起
点
に
、
栄
ス
カ
イ
ル
前
～
科
学
館
東
～
大

須
う
い
ろ
前
～
大
須
三
〇
一
前
～
パ
ル
コ
東
館

前
～
松
坂
屋
本
館
前
な
ど
、
計
十
二
ヶ
所
の
バ

ス
乗
降
所
を
左
回
り
で
巡
回
す
る
一
周
約
三
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ル
ー
ト
で
あ
る
（
左
図
参

照
）
。
料
金
は
無
料
。
バ
ス
車
両
に
つ
い
て
は
、

三
重
交
通
の
座
席
数
二
十
二
、
定
員
四
十
四
名

の
小
型
バ
ス
六
台
を
も
っ
て
運
行
し
た
。 

 実
験
の
結
果 

▽
利
用
者
数 

ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
社
会
実
験
の
利
用
者
数
は
、

三
日
間
の
合
計
で
四
六
三
〇
人
で
あ
っ
た
。
日

ご
と
に
見
る
と
二
十
一
日
（
金
）
が
九
三
三
人
、

二
十
二
日
（
土
）
一
七
七
七
人
、
二
十
三
日
（
日
）

一
九
二
〇
人
で
あ
る
。 

バ
ス
乗
降
所
別
に
見
る
と
、
栄
地
区
で
は
ラ

シ
ッ
ク
前
・
栄
ス
カ
イ
ル
前
、
大
須
地
区
で
は
、

大
須
観
音
東
・
大
須
三
〇
一
前
で
乗
車
が
多
く

み
ら
れ
た
。
逆
に
、
科
学
館
東
・
美
術
館
東
・

ラ
ン
の
館
前
な
ど
は
、
人
通
り
の
少
な
い
場
所

で
あ
っ
た
た
め
か
、
乗
車
は
少
な
か
っ
た
。 

降
車
が
多
か
っ
た
バ
ス
乗
降
所
は
、
栄
地
区

で
は
、
ラ
シ
ッ
ク
前
・
栄
ス
カ
イ
ル
前
・
パ
ル

コ
東
館
前
、
大
須
地
区
で
は
、
大
須
う
い
ろ
前
・

大
須
観
音
東
で
あ
っ
た
。
大
須
三
〇
一
前
は
、

乗
車
数
は
一
番
多
か
っ
た
が
、
降
車
数
は
、
二

〇
〇
人
を
超
え
る
程
度
と
少
な
い
方
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
乗
車
利
用
区
間
が
最
も
多
か
っ
た
の

は
、
①
大
須
三
〇
一
前
→
ラ
シ
ッ
ク
前
、
②
ラ

シ
ッ
ク
前
→
大
須
う
い
ろ
前
、
同
数
で
②
栄
ス

カ
イ
ル
前
→
大
須
う
い
ろ
前
、
④
大
須
三
〇
一

前
→
パ
ル
コ
東
館
前
で
あ
っ
た
。
利
用
者
の
中

に
は
「
栄
で
買
い
物
す
る
た
め
に
来
た
が
、
便

利
な
ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
が
あ
る
た
め
、
大
須
に

も
足
を
運
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も
あ

り
、
栄
地
区
と
大
須
地
区
の
回
遊
性
の
向
上
に

効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

▽
バ
ス
の
運
行
状
況 

バ
ス
の
運
行
状
況
は
、
二
十
一
日
は
平
日
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
ダ
イ
ヤ
の
乱
れ
は

な
か
っ
た
が
、
土
日
は
予
想
以
上
の
混
雑
で
、

ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
て
し
ま
っ
た
。
特
に
、
二
十
三

日
は
、
大
津
通
（
栄
交
差
点
か
ら
矢
場
町
交
差 

「ちょい乗りバス」とは、歩いて行くには少しためらうような距離の移動を手助けするための、気軽に乗り降りできる

バスである。買い物や仕事、観光など、様々なシーンでの活用が考えられ、今後の本格的導入が検討されている。 

近い将来、名古屋市にちょい乗りバスが走り、まちの回遊性や賑わいを高める救世主となるのだろうか。 

ちょい乗りバス運行ルート（配布チラシ裏面） 
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二二
〇〇
一一
二二
年年
、、
自自
転転
車車
乗乗
りり
がが
街街
をを
変変
ええ
るる  

～～  PP
oottaaggiirrllss  aarree  ggooiinngg  ttoo  ttrraannssffoorrmm
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山
崎 

崇 

●
ロ
ン
ド
ン 

十
年
前
は
大
人
の
三
人
に
一
人
が
自
転
車
に

乗
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
ロ

ン
ド
ン
で
は
、C

y
c
l
i
s
t
s
 
a
r
e
 
g
o
i
n
g
 
t
o
 

t
r
a
n
s
f
o
r
m
 t
h
e
 l
o
o
k
 a
n
d
 f
e
e
l
 o
f
 o
u
r
 c
i
t
y
.

（
自
転
車
乗
り
が
街
の
景
観
と
雰
囲
気
を
変
え

る
）
と
表
現
さ
れ
る
自
転
車
革
命
が
起
き
て
い

る
。
ロ
ン
ド
ン
市
は
、
関
連
施
策
の
年
間
予
算

を
五
億
円
か
ら
百
六
十
億
円
へ
と
大
幅
に
引
き

上
げ
、
六
百
台
の
自
転
車
と
四
百
の
拠
点
を
設

置
す
る
大
規
模
な(

※)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
駐
輪
場
や
自
転
車
レ
ー

ン
の
整
備
、
自
転
車
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
観

客
が
、
公
共
交
通
機
関
、
徒
歩
ま
た
は
自
転
車

で
会
場
に
到
着
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
こ
れ

ま
で
で
最
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
大
会
を
目
指

す
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
今
年
七
月
に
開

催
さ
れ
、
さ
ら
に
関
心
が
高
ま
り
そ
う
だ
。 

 ●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

黄
色
の
タ
ク
シ
ー
で
道
路
が
埋
め
尽
く
さ
れ

る
光
景
が
お
な
じ
み
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
も
、

公
共
交
通
機
関
や
歩
道
、
自
転
車
道
路
網
の
整

備
な
ど
に
よ
っ
て
渋
滞
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
車
道
を
歩
行
者
用
ス
ペ
ー
ス
や
自
転
車
レ

ー
ン
に
変
え
るG

reen
 L

igh
t for M

idtow
n

 

P
roject

や
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
内
に
自
転
車
の
持

込
み
を
促
すB

ike in
 B

u
ildin

gs

法
な
ど
の

市
独
自
の
施
策
も
あ
り
、
通
勤
自
転
車
利
用
は
、

二
〇
〇
〇
年
か
ら
十
年
で
三
倍
以
上
に
な
っ
た

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
の
夏
に
は
、

一
万
台
の
自
転
車
と
六
百
の
拠
点
を
設
置
す
る

大
規
模
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

B
ike S

h
are

も
導
入
予
定
で
あ
る
。
盗
難
や
駐

輪
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
で
自
転
車
を
所
有
し
な
か

っ
た
市
民
が
新
た
に
自
転
車
利
用
を
始
め
る
の

で
は
な
い
か
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

●
日
本
で
は 

日
本
で
も
地
球
環
境
や
健
康
へ
の
関
心
の
高

ま
り
に
よ
り
自
転
車
利
用
が
見
直
さ
れ
、
ツ
ー

キ
ニ
ス
ト
（
自
転
車
通
勤
者
）
や
ポ
タ
リ
ン
グ

（
自
転
車
に
乗
っ
て
ま
ち
を
散
歩
す
る
）
と
い

っ
た
新
し
い
言
葉
が
出
る
な
ど
自
転
車
ブ
ー
ム

と
い
え
る
。
自
転
車
施
策
の
主
目
的
も
放
置
自

転
車
対
策
か
ら
、「
名
チ
ャ
リ
」
社
会
実
験
（
名

古
屋
市
・
二
〇
〇
七
～
一
〇
年
度
）
、
「
ぎ
ふ
・

ま
ち
な
か
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」（
岐
阜
市
・
二
〇

〇
五
年
か
ら
事
業
開
始
）
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
イ
ク
ル
の
実
験
・
実
施
や
、
車
道
か
ら
自

転
車
走
行
空
間
や
駐
輪
場
へ
の
転
換
整
備
（
名

古
屋
市
の
伏
見
通
や
桜
通
）
な
ど
と
い
っ
た
自

転
車
利
用
の
推
進
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。 

自
転
車
ブ
ー
ム
の
中
、
女
性
向
け
の
自
転
車

や
自
転
車
用
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
特
に
充
実
し
て

き
て
い
る
。「
じ
て
ん
し
ゃ
王
国
」
を
目
指
す
埼

玉
県
は
、
ポ
タ
ガ
ー
ル
と
い
う
新
し
い
言
葉
を

つ
く
り
、「
女
性
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
す
れ
ば
必

ず
男
性
が
つ
い
て
く
る
」
と
い
う
狙
い
の
も
と
、

人
気
女
性
ス
タ
イ
リ
ス
ト
を
中
心
に
「
ポ
タ
ガ

ー
ル
埼
玉
」
を
結
成
し
、
お
し
ゃ
れ
で
カ
ワ
イ

イ
自
転
車
の
楽
し
み
方
を
発
信
し
始
め
て
い
る
。 

欧
米
の
都
市
と
は
異
な
り
、
日
本
で
は
自
転

車
は
車
両
と
い
う
原
則
が
社
会
全
体
で
共
有
で

き
て
い
な
い
。
昨
年
十
月
の
警
察
庁
通
達
、
十

一
月
に
開
始
さ
れ
た
有
識
者
委
員
会
、
本
年
三

月
中
に
策
定
予
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、

自
転
車
レ
ー
ン
整
備
や
自
転
車
乗
り
へ
の
交
通

ル
ー
ル
周
知
な
ど
の
対
策
が
今
後
進
め
ら
れ
る

こ
と
で
、
移
動
・
回
遊
の
た
め
の
一
手
段
と
し

て
の
自
転
車
が
徐
々
に
認
め
ら
れ
て
い
く
で
あ

ろ
う
。
二
〇
一
二
年
が
日
本
で
の
自
転
車
利
用

の
転
換
期
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 ※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル 

:
 

複
数
の
貸
出
・

返
却
拠
点
を
持
つ
共
用
自
転
車
と
定
義
す
る
。 

点
）
で
歩
行
者
天
国
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
お
り
、
混
雑
を
想
定
し
た
ダ
イ
ヤ
を
組

ん
で
い
た
が
、
広
小
路
通
で
の
デ
モ
行
進
な
ど

も
重
な
り
、
想
定
以
上
に
道
路
が
渋
滞
・
混
雑

し
た
。
一
周
五
〇
分
予
定
の
と
こ
ろ
が
三
〇
分

以
上
も
遅
れ
て
し
ま
い
、
利
用
者
を
や
き
も
き

さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
待
機
バ
ス
を
急

遽
増
便
す
る
対
応
を
行
い
、
少
し
ず
つ
バ
ス
の

遅
れ
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 地
元
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト 

社
会
実
験
の
三
日
間
、
バ
ス
を
移
動
の
手
段

と
す
る
だ
け
で
な
く
、
乗
車
す
る
こ
と
自
体
も

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
か
つ
、
地
域
の
こ
と
も
よ

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
地
元
団
体
の
協
力

を
得
て
、
バ
ス
車
内
の
イ
ベ
ン
ト
を
三
つ
行
っ

た
。
こ
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
は
、
本
実
験
の
ひ
と

つ
の
目
玉
で
あ
っ
た
。 

▽
ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

専
門
学
校
名
古
屋
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
の
写

真
学
科
の
学
生
に
、
五
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
、
栄
・
大
須
地
区
の
写
真
を
撮
影
し
て
も
ら

い
、
バ
ス
六
台
の
う
ち
五
台
の
車
内
の
広
告
ス

ペ
ー
ス
に
展
示
し
た
。
本
格
的
導
入
を
考
え
る

と
広
告
掲
出
に
よ
る
収
入
も
必
要
で
あ
る
が
、

今
回
の
よ
う
な
セ
ン
ス
あ
ふ
れ
る
写
真
展
は
、

バ
ス
に
乗
車
す
る
新
た
な
き
っ
か
け
の
一
つ
と

な
る
。
学
生
ら
し
い
視
点
の
写
真
は
、
バ
ス
か

ら
見
え
る
風
景
と
対
比
す
る
と
、
い
つ
も
と
違

っ
た
ま
ち
の
新
た
な
魅
力
を
再
発
見
さ
せ
て
く

れ
た
。 

▽
ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
ガ
イ
ド 

名
古
屋
観
光
専
門
学
校
旅
行
学
科
の
学
生
に

よ
る
バ
ス
ガ
イ
ド
。
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、

バ
ス
乗
降
所
周
辺
の
施
設
や
ま
ち
の
紹
介
を
五

台
の
バ
ス
で
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
バ
ス
は
、
ど

こ
で
停
車
す
る
か
わ
か
り
づ
ら
い
、
ど
こ
に
行

く
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
理
由
で
、
敬
遠

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
バ
ス
ガ
イ
ド
が
い
る

こ
と
で
、
そ
の
不
安
を
解
消
し
て
く
れ
た
の
で

は
な
い
か
。
小
型
バ
ス
と
い
う
空
間
的
な
身
近

さ
も
あ
り
、
丁
寧
な
学
生
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
乗

客
か
ら
拍
手
が
起
こ
っ
た
場
面
も
あ
っ
た
。 

▽
音
楽
と
ア
ー
ト
で
お
も
て
な
し 

バ
ス
全
六
台
の
う
ち
一
台
は
、
栄
四
～
五
丁

目
散
歩
廻
（
栄
四
～
五
丁
目
の
店
舗
オ
ー
ナ
ー
や

こ
の
街
で
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
を
中
心

と
し
た
会
）
の
協
力
を
得
て
、
名
古
屋
で
活
躍

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
二
十
余
名
が
ち
ょ
い
乗
り

バ
ス
の
た
め
に
制
作
し
た
音
楽
を
車
内
で
流
し
、

ア
ー
ト
作
品
も
展
示
し
た
。
散
歩
廻
メ
ン
バ
ー

自
ら
が
バ
ス
に
乗
車
し
て
解
説
す
る
と
い
う
サ

プ
ラ
イ
ズ
も
あ
っ
た
。
こ
の
バ
ス
へ
は
音
楽
と

ア
ー
ト
を
目
当
て
に
乗
車
す
る
人
も
多
か
っ
た
。 

こ
れ
ら
三
つ
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
は
、
実
験
の

趣
旨
に
共
感
し
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
と
い
う
各
団
体
の
思
い
か
ら
実
現
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
改
め
て
感
謝
致
す
る
。 

 ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
の
本
格
的
導
入
に
向
け
て 

事
前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
そ
も
そ
も
ち
ょ

い
乗
り
バ
ス
が
必
要
な
の
か
と
い
う
疑
問
、
地

元
が
協
力
す
る
に
も
明
確
な
メ
リ
ッ
ト
の
提
示

や
運
行
ル
ー
ト
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
を
巻
き

込
ん
だ
検
討
入
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
だ
、
な
ど

様
々
な
意
見
が
あ
が
っ
た
。
単
に
地
域
貢
献
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
地
元
の
理
解
を
得
る
こ

と
は
難
し
い
側
面
が
あ
る
。 

そ
ん
な
中
、
今
回
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う

に
地
元
が
主
体
的
に
参
画
で
き
る
仕
組
み
は
、

ち
ょ
い
乗
り
バ
ス
を
単
な
る
移
動
手
段
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
、
魅
力

を
発
信
す
る
装
置
と
も
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

ま
た
一
方
で
、
二
十
三
日
の
大
混
雑
を
目
の

あ
た
り
に
し
て
、
都
心
の
自
動
車
交
通
の
問
題

を
再
認
識
す
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
ち
ょ
い
乗

り
バ
ス
を
含
め
て
都
心
で
の
バ
ス
利
用
を
し
や

す
く
す
る
に
は
、
自
動
車
交
通
の
改
善
が
不
可

欠
で
あ
る
。
同
時
に
、
既
存
の
市
バ
ス
や
地
下

鉄
等
と
も
う
ま
く
連
携
し
、
相
互
に
効
果
を
高

め
あ
う
仕
組
み
も
必
要
で
あ
り
、
都
心
の
交
通

環
境
全
体
を
幅
広
く
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

今
回
の
社
会
実
験
で
は
、
乗
車
券
を
配
布
し

て
の
Ｏ
Ｄ
調
査
、
利
用
者
と
周
辺
企
業
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
し
、
現
在
集
計
中
で
あ

る
。
調
査
の
結
果
を
分
析
・
検
証
し
、
本
格
的

導
入
に
む
け
て
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。 

い
ち
交
通
手
段
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
ち

な
か
回
遊
や
に
ぎ
わ
い
向
上
、
地
域
の
多
様
な

主
体
の
参
画
・
連
携
と
い
っ
た
幅
広
い
役
割
を

担
え
る
よ
う
な
バ
ス
と
し
て
、
ち
ょ
い
乗
り
バ

ス
が
改
め
て
お
目
見
え
す
る
日
が
来
る
の
を
期

待
し
た
い
。 
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久屋大通を走るちょい乗りバス 
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